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1．は じめ に

　中国で は 、 建国後今 日に 至 るま で 、教育の 発展

の ために、重点校政策が実施 されて い る。それ は 、

教育の発展水 準の 不均衡状況 にあっ て、限られ た

教師、経費、学校施設
・設備な どの 教育資源を均

等に配分す るよりも、む しろあ る程度集中させ た

ほ うが、よ り早 く、より良い 人材 を急速に育成す

る とい う戦略と し て 、打ち出 されて きた。それは、

中国の 教育の 質的向上、人材の輩出な い し経済の

発展 の うえ で 、大きな役割を果た した とい われて

い る。こ こ 近年 、 後期中等普通教育の拡大に伴y＼
重点校がさらに 重視 され て い る よ うに見 える。

　 しか し、重点校は 、 生徒 の 学業達成 の うえ で 、

どの ような教育効果を果 た して い る の かにつ い て 、

学校 ラ ン ク の データを用 い た 分析は、また行われ

て い ない 。 そ こ で、本論で は 、 中国 A 市に お ける

高校現地調査を もとに、高校入試成績 と大 学合格

の 確率との 関係 を検証 し、また、そ の 規定要因を

明らか に して い きた い 。

　 分析 の 手順に っ い て

　 まず、A 市 99 年高校 3 年生 の 1996’年の 高校入

試点数によっ て、そ の 全体的高校ラ ン ク を分け 、

そ して 、そ の 学校ラ ン ク別の高校入試成績優秀者

の 率、高卒成績優秀者の 率、大学合格率の 平均値

で 、学校ラ ン ク 別生徒 の 学業成績 の 進行状況 を比

較する 。

　 ま た、以上の 大学合格率の 平均値に基づ い て 、

調査対象校の 学校ラ ン ク別 の 高校入試成績 と大学

合格確 率 を算出す る。

　 算出す る方法 ：学校ラ ン ク別高校入試成績 6段

階と自己申告による高校成績評価 5 段階 （調査時

点では、対象者は在学中で あるた め、大学入試 の

成績は、入 手不可能である）の ク ロ ス 集計 によっ

て 、A 市全体学校ラ ン ク別の 合格確率の 平均値に

あわせ て 、両方とも高い 段階で の 大学合格確率を

推算す る。

　さらに、生徒の 出身階層 と大学合格確率ク ロ ス

集計 を用 い 、生徒学業達成の 規定要因を分析す る。

2．調 査 の 概要

　調査は、2000年3〜4月にかけて 、中国西部地 区

A 市 4 区 の 12公 立普通 中等学校に お い て 、 高校 3

年 620名の 生徒に対 し、実施 した （うち男子 は 341

名、54，9％） 。

　調査方法は 、 集合調査で ある 。 具体的に は 、12

校の 中で無作為抽出 した生徒にア ン ケ
ー

ト用紙を

配っ て 、本 人に記入 し て もらい 、そ の場で 回収 し

た。その 意味で は、回収率は 100％ と見なす こ と が

で きる。また、こ れ と並行し て 、 調査対象校の基

本情況を ア ン ケ
ー ト用紙の 項 目に従い 、教頭先生

らに面接調査 で回答い ただい た。

　調査対象校 の 特性 と 属性か ら見 る と、ラ ン ク 1

　（2校 100名）は省 の 重点校で ある。ラ ン ク 矼 （5

校273名）は、ほ とんど市の 重点校 （4校）で ある。

ラ ン ク皿 （2校149名）は、主 に、 「中堅校 」 （「骨

幹校 J と呼ばれ る）で ある。ラン ク IV （3校 98名）

は普通校で あるが、レ ベ ル が 低い 学校 で もあ る。

なお 、ラ ン ク V の 学校は、今回の 調査対象校に な

っ て い な い 。

　 分析に用 い られ る デ
ー

タに つ い て

（1）A 市教育委員会の 高校教育に関する統計

（2）筆者が実施 した ア ン ケ
ー ト調査結果
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3調 査結果 と考察

（1）学校ラン ク か らみ た教育効果
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図 聖 学校 ランク別の 生徒成 績択況
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ま ず、図 1 に示 して い るように、A 市における学校

ラン ク別に 、 高校入試優秀者 の 率 、 高卒優秀者 の 率

および大学入試合格者の 率は、か なりの 差が見られ

る 。 特 に 、 高校 入試優秀者 の 率は 、 学校 ラン クが高

い ほ ど著 しく増える傾向が見られる （6．2°

／・→ 4．5°

／・

→ 16．5％→ 47，2％ → 84．5％）。

　 しか し、高校入試優秀者の率か ら大学入試合格者

の 率まで の 変化か らみれば 、 必ず しもそ うではない
。

　で は 、 同 じ学業成績で あれば、重点校 と普通校 に

よっ て 、どの よ うに変化 して い るの か、こ こで 、学

校ラン ク別 の 高校入試成績と大学合格の 確率を算出

した結果は、図 2 に示した とお りで ある。学校ラ ン

クごとに 、 全体的に入学時の 成績が良い 者 ほ ど大学

に 合格する 可能性 が高 く、悪 い 者 ほ ど大学に 合格す

る可能性 が 低 い とい う
一

定の 傾向 が み て とれ る。
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図 2 掌校ラン ク別の 高絞入 鼠成績 と大掌含椙確箪
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一冖ラン ク4

曾高校入試囎 6段階に分け る基準は 、次の通 りである。

1 ：450 点以下　 　　ll：451 〜500 点　　 　 皿 ：501−−550点

IV ： 551〜600 点　　 V ：601〜6SO 点　　　 　 W ： 650 以 上

　また 、 高校入試 の 成績段階によっ て 、 そ の 効果は 、

それぞれである。特 に、成績4 段階か ら 6段階まで

に お い て 、重点校は か な りの 教育効果が見 られ る。

同じ重点校であっ で も、省 レ ベ ル の ラ ン ク 1は、市

レ ベ ル の ラ ン ク 2 よ り大学合格確率が高い。

　
一

方、高校入試の成績 3段階で の生徒は、ラ ン ク

3 に在学すると、逆に、ラン ク 4 より大学合格確率

が低くなる。こ の 点につ い て、こ うい う成績の生徒

たちは、む しろラ ン ク 4 にお い て 、成績 レベ ル の高

い ほ うになるた め、ラ ン ク 3 よ り重視され ると示唆

される。

（2）学校教育効果 の 規定要因 に つ い て

　  重点校政策との 直接な関連

　それは 、 まず重点校政策による学校教育資源 （教

育経費 、 優秀な教師 、 優秀な生徒 、 良い 学校施設 ・

設備など）が優先的に配分されたと考え られる。

　  学校ラン ク別 の 出身階層 との 間接的な関連

　学校ラ ン クが高い ほど （市 の 重点校より省の 重点

校）、親の学歴と職業的地位が高い 生徒が集中して い

る。特に、父親の学歴と大学合格確率との緊密な関

係 もある。図 3 の ク ロ ス 集計か ら見る と、大卒以 上

学歴をもつ 親の 生徒は 、 小卒と中卒学歴 をもつ 親の

生徒より、ほ ぼ倍以上 の 大学合格確率となっ て い る。
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図3　父級 学歴と大学合権確事

小卒　　 中卒　　 高卒　 中専・中技 　 大專　　 本科　　 大学院

　 一一●一合栢可能性圏外 　十 合裕可能圏内

4．ま とめ

　まず、全体的に、学校ラ ン ク が 高い ほ ど生徒 の 成

績が上がるとい う教育効果がある。 特に 、 学業成績

が高い 生徒にとっ て、重点校に在学すると、大学 へ

の進学 、 学業を達成す る うえで有利 で あ る 。 結果 と

して 、重点校は、優秀 な生徒にとっ て 、ますます有

利で あ る一方、重点校で は な い 高校 （二 流校、三 流

校、薄弱校）は、学業成績が よくない 生徒にとっ て、

ますます不利になる と考え られる。

　ところで、生徒の学業達成の うえで、重点校にお

い て、もともと生徒の 素質が高い ため、特別に 目覚

しい教育効果があるとは言い がた い 。 む し ろ重点校

政策は、教育資源を優先的に配分 したもの で ある。

　また 、 生徒 の 学業成績を達成す るうえで、家庭背

景あるい は、親の 社会階層は、かな りの 影響が出て

い る。大学進学競争が激 しい 中国 で は、家庭環境に

恵まれ て い る者が有利であるとともに、学校環境に

つ い ても、より適切な学校環境にある者ほど有利で

ある。結果的に、生徒は両親の社会的地位によっ て

異なっ た学校ラン クに入れ られて しまい 、本人 の 最

終的に得る学歴お よび 将来に到達する社会的地位ま

で影響を及ぼすこ とになり兼ねない と考えられる。

一75一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


